３・２９　第１弾「札幌白石区姉妹孤立死問題

わが街いしかりで共に考える集い」を振り返る

１　グループ討議
　参加者が４つのグループに別れ討議しました。

グループ討議の様子（グループの記録より）

1 教育機関（保育園・学校等）

・卒業してしまうと、つながりが少なるなるが、本人はいつまでも覚えている。

・卒業後は就労しているので学校祭に行った時、寮に顔を出しつながっている。

2 市役所・行政機関

・あまり行くことがないので把握されていないかもしれない。

・普段、つながりのない人への対応が大変。本人の意思の確認が難しい。

3 指針・配達業者・コンビニ等

・行政などから業者などへ「気づき」を連絡してもらうよう指導してもらう。

・コンビニはP＆Ａいしかり準備会の活動で大丈夫？いつもいるような人を確認しお願いしておく。店長クラスに伝えておく→親があいさつしておくとよい。
・小さい気づきが大事。

・異変をすぐ伝えてもらう

4 親の会・家族会

・育成会の参加を呼び掛ける。情報が得られる。

・小さい子の保護者の加入が少ないのはどうしたらよいか。

5 自治会・町内会

・最低限、町内会長へ知らせておくほうが良いのでは・・。

・町内の集まりには出るようにしている。何か起きた時にも理解してもらえる。近所の人から声掛けをしてもらえる。小さい時から見てもらえているので理解してくれている。

・町内会等の行事参加で子供のことを知ってくれている人が多くいると感じている。（お祭り等）
・新しい自治会では難しいかも・・？

・積極的に町内会へ出ることはないが必要だと思う。
6 障がい福祉事業所関係

・連絡がつかない場合は、親に何かあったと思ってほしい。
・学校に通っていたときはＰＴＡ、卒後は福祉施設とのみつながっている。

7 親族

・緊急連絡先を教えたくない人もいる。

・自宅に行った時、出ないときは開けてほしいと鍵を預かっているケースがある。

・今は家族も元気だが、将来を考えると不安
・親や親類は障がいのことを知っているが、何かの時に助けてもらえないと思う。センターが頼りである。

8 民生委員

・民生委員の中には、障害のある人がどのような人なのか、何が困っているのかなどについて対応の仕方がわからない。
・民生委員に訪問されたが、お世話になるようなことはない。
・民生委員を知らない。

２　グループ討議のまとめ

· 日常生活の中で自分のお子さんのことを話す、あいさつをするなどのナチュラルサポートを大事にする。町内会の集まりで講師をよんで障がいの話をする。その後、茶話会のような小さい単位で話せるようなつながりが大事。
· 今回の孤立死の件を通して、今は自分も元気で支援していられるが、今後どうなるのか？不安定な状況であることを再認識した。こどもだけになった時のために今できることは何か考え、白石のようなことが次々と起こることがないようにするためにできることを！！
· 市役所などは個人の状況についてあまり把握していない。小さな気づきが助けになっており、ヤクルトなどの業者へ行政サイドから依頼する。

· グループホームをつくるときは、地域とのかかわりを考えている。町内と良い関係を維持し、行事・役員会に参加している。
· 教育の現場で子供たちが小さいうちから障がいを身近に感じていく取り組みを通し、大人になってから障害を持っている人が孤立しないようにする。

· 民生委員は、障がいのある人の理解ある人ばかりではない。障害のある人の教育や生活、仕事への願いを受け止め、周りに広めてくれるように懇談を深める。
· 自分の街で気づかないことが意見として出され、一緒に考え、共に考えあえる場になった。情報から孤立させないためにも情報を伝え、具体的な行動にしていく。障がいや生活について悩んでいることをどこに行ったら話せるか、どう乗り越えてきたのかという体験をまとめる。

